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レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　

若
手
組
合
員
が
学
習
・
交
流

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

国　  労　  東　  京（1）2019 年 7 月 5 日（毎月 1回５日発行） No. 1832

　

東
京
地
方
本
部
は
、
若
手
組
合
員
の
学
習
と

交
流
の
場
と
し
て
第
一
一
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
六
月
二
二
日
に
地
本
会
議
室
で
開

催
し
た
。

　

石
井
書
記
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

午
前
中
は
「
各
会
社
の
賃
金
に
つ
い
て
の
学
習

会
」
と
し
て
、
東
日
本
本
部
・
彦
田
執
行
委
員
か

ら
東
日
本
会
社
の
都
市
手
当
と
第
二
基
本
給
に
つ

い
て
「
第
二
基
本
給
は
、
退
職
手
当
の
抑
制
の
た

め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
、
昇
給
で
増
加
し
た
金
額

の
三
〇
％
の
累
計
。
基
本
給
と
名
前
が
つ
い
て
い

る
の
で
、
増
え
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
と
錯
覚
し
て

　

国
労
神
奈
川
地
区
本
部
・
相
模
原
運
輸
区
分
会

は
、
四
月
に
国
労
加
入
し
た
髙
森
さ
ん
の
歓
迎
会

を
、
六
月
二
二
日
に
東
神
奈
川
で
開
催
し
、
分
会
や

神
奈
川
地
区
本
部
か
ら
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
た
。

　

吉
田
分
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
私
は
初
め
て

加
入
届
を
も
ら
い
、
手
が
震
え
た
。
本
当
に
加
入

お
め
で
と
う
。
昨
年
四
月
に
他
労
組
を
抜
け
た
あ

と
国
労
加
入
を
考
え
て
い
て
く
れ
て
い
た
。
分
会

も
、
会
社
や
他
労
組
の
動
き
を
心
配
し
て
決
断
で

き
な
か
っ
た
が
、 

決
断
し
て
し
ま
え
ば
、
す
っ
き

り
し
た
感
じ
。
こ
れ
か
ら
、
人
と
し
て
い
い
付
き

合
い
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

元
東
神
奈
川
電
車
区
分
会
の
田
中
さ
ん
の
発
声

で
乾
杯
が
さ

れ
た
あ
と
、

な
ご
や
か
な

歓
迎
会
と
な

っ
た
。
東
京

地
本
か
ら
は

常
盤
教
宣
部

長
が
か
け
つ

け
、
激
励
の

あ
い
さ
つ
と

と
も
に
、
国

労
手
帳
・
国

労
バ
ッ
チ
・

国
労
組
合
員
証
を
贈
呈
し
た
。
神
奈
川
地
区
本

部
・
粉
川
書
記
長
か
ら
「
私
は
昭
和
五
五
年
に
国

鉄
に
採
用
に
な
っ
て
、
ヤ
ミ
カ
ラ
攻
撃
を
は
じ
め

一
番
苦
労
し
た
世
代
で
、
こ
の
世
代
が
い
ま
最
後

の
役
員
を
担
い
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
髙
森

さ
ん
が
加
入
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
心
強
い
。
こ

の
あ
と
七
月
一
日
付
け
で
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
鹿
島
田
駅

で
新
入
社
員
が
加
入
し
て
く
れ
る
。
い
ま
会
社
は

労
働
組
合
を
潰
し
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
だ
。
こ

う
し
た
国
労
加
入
で
、
労
働
組
合
の
重
要
性
を
も

っ
と
も
っ
と
訴
え
て
い
く
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を

は
じ
め
、
多
く
の
仲
間
か
ら
の
激
励
の
言
葉
が

続
い
た
。

　

加
入
し
た
髙
森
さ
ん
か
ら
は
「
私
が
国
労
に

入
っ
た
の
は
、
今
日
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
上

野
先
輩
（
松
戸
運
転
連
合
分
会
）
と
吉
田
孝
分

会
長
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
れ

か
ら
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ

盛
り
上
が
っ
た
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

い
る
若
手
社
員
も
い
る
よ
う
だ
が
、
数
字
が
上

が
ら
な
い
方
が
退
職
金
は
多
く
な
る
制
度
。
国

労
は
第
二
基
本
給
の
廃
止
を
長
年
要
求
し
て
い

る
。
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
で
も
導
入
さ
れ
た
が
、
多

く
の
会
社
で
は
、
退
職
金
を
含
め
た
賃
金
制
度

の
大
幅
改
正
で
、
い
ま
残
っ
て
い
る
の
は
東
日

本
と
北
海
道
く
ら
い
。
会
社
は
労
働
組
合
の
要

求
が
無
く
て
も
職
場
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
職
場
で
は
不
平
・
不
満

の
声
は
あ
る
。
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
、
声
を
つ
か
み
、
実
態
を
訴
え
労
働

組
合
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
こ
う
」
な
ど
の
話

が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
全

国
貨
物
協
議

会
・
鈴
木
副

議
長
か
ら
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
人

事
制
度
の
見

直
し
の
問
題

点
・
課
題
に

つ
い
て
講
演

が
さ
れ
た
。

鈴
木
副
議
長

か
ら
は
「
今

回
導
入
さ
れ

た
制
度
で

は
、
等
級
制

度
、
評
価
制

度
、
賃
金
制

度
、
退
職
手

当
、
再
雇
用

の
多
方
面
の

大
幅
変
更
が

さ
れ
た
。
社

員
の
評
価
制

度
で
は
、
本

人
の
評
価
に
加
え
、
現
場
長
・
助
役
・
支
社
に
よ

る
一
次
評
価
・
二
次
評
価
で
五
段
階
評
価
が
さ
れ

る
。 

会
社
は
、
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
へ
の
社
員
の
不
満
を
あ
げ
た
が
、
多
く
は

賃
金
が
上
が
ら
な
い
不
満
で
、
そ
こ
は
一
向
に
改

善
し
な
い
。
今
後
は
個
々
人
の
賃
金
の
上
が
り
方

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
団
体
交
渉
の
形
骸
化
に
つ

な
が
る
。
団
体
交
渉
も
大
事
だ
が
、
職
場
で
声
を

上
げ
る
事
が
一
層
重
要
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

午
後
は
石
井
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
が
さ
れ

た
あ
と
、
全
体
交
流
が
行
わ
れ
た
。
若
手
組

合
員
か
ら
は
「
国
労
加
入
し
た
時
は
三
〇
才
。

こ
の
職
場
で
一
〇
年
経
過
し
、
会
社
か
ら
ジ

ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
、
異
動

の
話
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
駅
の
改

札
一
カ
所
が
無
人
化
さ
れ
る
の
で
、
余
計
異

動
対
象
に
な
り
そ
う
」「
社
員
代
表
選
挙
で
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
メ
ー
ル
）
投
票
が
さ
れ
、
だ
れ
が

だ
れ
に
入
れ
た
か
丸
わ
か
り
だ
と
危
惧
さ
れ

た
が
、
投
票
後
『
な
ぜ
あ
の
人
に
入
れ
た
ん

だ
』
と
管
理
者
に
言
わ
れ
た
若
手
が
お
り
、

危
惧
さ
れ
た
と
お
り
に
な
っ
た
」「
職
場
で
組

合
は
大
事
で
し
ょ
、
と
若
手
に
話
す
と
、『
大

事
で
す
け
ど
…
』
位
の
反
応
で
、
組
合
費
を

払
わ
な
く
な
っ
た
分
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
た
く

ら
い
の
感
覚
」「
女
性
社
員
が
配
属
に
な
っ
た

が
、
組
合
の
話
を
し
て
い
い
か
迷
っ
て
い
る
」

「
女
性
社
員
が
女
性
設
備
（
ト
イ
レ
や
休
憩
室
、

寝
室
）
の
無
い
駅
に
助
勤
に
出
さ
れ
る
。
日

勤
と
は
い
え
、
好
ま
し
く
な
い
の
で
は
」
な

ど
職
場
報
告
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
懇
親
会
へ

と
う
つ
り
、
全
体
で
団
結
の
深
ま
る
交
流
と

な
っ
た
。

国

労

加

入

歓
迎

会

　

 

相

模

原

運

輸

区

分

会

立川地区で、国労メンバー

 　

三
多
摩
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
六
月
七
日
か

ら
六
月
一
四
日
に
か
け
て
、
第
三
一
回
反
核
平
和

の
火
リ
レ
ー
を
開
催
し
た
。

　

平
和
の
火
は
六
月
七
日
に
狛
江
市
役
所
を
出
発

し
、
三
多
摩
の
各
市
・
町
を
巡
っ
た
。
全
体
で
は

一
九
〇
．
六
ｋ
ｍ
〜
の
べ
四
六
二
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
平
和
の
火
を
引
き
継
い
だ
。
六
月
一
四
日
に
は

米
軍
横
田
基
地
の
西
側
を
走
り
、
福
生
市
役
所
到

着
ま
で
、
途
中
の
各
自
治
体
に
平
和
都
市
宣
言
の

実
施
、
平
和
教
育
の
充
実
な
ど
を
申
し
入
れ
、
沿

道
の
市
民
に
反
戦
・
反
核
の
訴
え
を
行
っ
た
。

国
労
八
王
子
地
区
本
部
も
、
各
分
会
が
各
地

区
ご
と
に
横
割
り
参
加
し
、
平
和
運
動
と
と
も
に

共
闘
運
動
の
強
化
を
進
め
て
き
た
。

歓迎
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ま
な
課
題
を
ま
と
め
東
京
都
に

申
し
入
れ
、
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
一
極
集
中
の
解
消
、
外

国
人
観
光
客
増
加
に
対
応
し
た

バ
ス
駐
車
場
の
増
設
、
車
内
暴

力
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
や
提
言
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
い
ま
や
日
本
の
イ
ン
フ

ラ
と
言
っ
て
い
い
宅
配
や
生
協

の
配
送
時
に
駐
車
禁
止
キ
ッ
プ

を
狙
い
撃
ち
の
よ
う
に
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
事
。

や
く
廃
炉
が
決
ま
っ
た
。
三
〇
年
経
っ
て
も
稼
働

し
な
い
工
場
な
ど
民
間
で
は
あ
り
え
な
い
。
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
か
ら
止
ま
ら
な
い
。
今
後
は
廃

炉
の
費
用
、
廃
炉
の
技
術
を
具
体
的
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
映
画
監
督
の
河
合
弘
之
さ
ん
（
原
発
ゼ

ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
）
か
ら
「
原
発

ゼ
ロ
法
案
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
講
演
が
行
わ
れ

た
。
河
合
さ
ん
は
講
演
で
「
政
治
も
司
法
も
、
原

子
力
基
本
法
を
変
え
な
い
と
こ
の
原
発
政
策
は
変

わ
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
原
発
ゼ
ロ
法
案
は
ス
タ
ー

　

東
京
地
方
本
部
は
、
六
月
一
五
日
に
国
労
東
京

労
働
講
座
を
開
催
し
た

　

最
初
に
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
鎌
田
委
員
長
は

「
交
通
産
業
に
も
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト

ラ
ッ
ク
、
宅
配
、
物
流
、
観
光
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
。
今

日
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に

生
か
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　

講
演
の
最
初
に
、
東
京
交
運
労
協
・
反
町
事
務

局
長
か
ら
、
東
京
に
お
け
る
交
通
政
策
の
課
題
と

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
中
で
反
町
事
務
局
長
は
「
東
京
交

運
は
一
九
九
二
年
に
発
足
し
、
現
在
は
一
五
単

産
・
六
四
二
五
〇
名
で
構
成
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

　

六
月
一
八
日
一
八
時
三
〇
分
か
ら
日
暮
里
サ
ニ

ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
の
早

期
審
議
入
り
を
目
指
す
市
民
の
つ
ど
い
（
さ
よ
う

な
ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
共

催
）
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
団
体
、
労
働
組

合
が
参
加
し
、
国
労
東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
作
家
の
鎌
田
慧
さ
ん

（
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
）
は
「
も
ん
じ
ゅ

（
高
速
増
殖
炉
・
福
井
県
敦
賀
市
）
は
建
設
か
ら

三
〇
年
が
経
過
し
、
稼
働
す
る
こ
と
な
く
、
よ
う

国
労
東
京
労
働
講
座

ト
。
国
会
で
は
原
発
が
是
か
非
か
と
い
う
議
論
が

無
い
。
自
・
公
は
論
争
し
た
ら
負
け
る
か
ら
法
案

は
た
な
ざ
ら
し
。
電
力
会
社
に
は
、
廃
炉
か
ら

財
務
的
に
軟
着
陸
で
き
る
方
法
の
提
案
が
必
要
。

原
発
ゼ
ロ
を
目
ざ
し
て

一
九
六
〇
年
代
か

ら
全
国
で
原
発
の

計
画
が
浮
上
し
た

が
、
現
在
あ
る
原

発
は
一
九
七
〇 

年

以
前
に
計
画
さ
れ

た
も
の
。
そ
れ
以

降
計
画
さ
れ
た
原

発
は
、
全
て
地
元

の
闘
い
で
建
設
を

止
め
て
き
た
。
や

は
り
市
民
の
運
動
が
大
事
だ
」
な
ど
の
訴
え
を

行
っ
た
。
こ
の
集
会
に
は
菅
直
人
・
元
総
理
を

は
じ
め
、
多
く
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
。
立

憲
民
主
党
・
福
山
幹
事
長
は
「
参
議
院
選
挙
で

勝
利
し
、
原
発
の
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
私
た
ち
、そ
し
て
今
日
参
加
し
て
い
る
菅
・

元
総
理
は
、
原
発
は
本
当
に
危
な
い
と
い
う
事

を
知
っ
て
い
る
政
党
だ
」、
社
民
党
・
福
島
副

党
首
は
「
東
京
電
力
は
、
津
波
が
発
生
す
れ
ば

こ
こ
ま
で
く
る
事
を
知
っ
て
い
た
。
今
、
原
発

を
推
進
す
る
人
は
将
来
犯
罪
者
と
し
て
裁
か
れ

る
の
を
覚
悟
す
べ
き
。
銀
行
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

も
、
原
発
は
人
道
的
・
倫
理
的
・
経
済
的
に
も

見
合
わ
な
い
と
い
う
報
告
を
出
し
て
い
る
」
な

ど
の
訴
え
を
行
い
集
会
は
終
了
し
た
。

二
〇
二
〇
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

に
向
け
て
、
日
程
や
会
場
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

大
会
関
係
者
・
観
客
輸
送
と
、
通
常
の
東
京
の
物

流
・
生
活
へ
の
影
響
に
関
し
て
統
一
要
求
、
東
京

都
・
警
視
庁
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
行
っ
て
い
る
。

開
会
式
・
閉
会
式
の
日
は
要
人
が
来
る
。
交
通
規

制
が
多
く
な
る
た
め
、
特
に
危
惧
し
て
い
る
」
な

ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
全
国
貨
物
協
議
会
・
木
村
事
務
長
か
ら
、

貨
物
会
社
の
新
人
事
賃
金
制
度
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
。
講
演
の
中
で
木
村
事
務
長
は
「
新
人

事
賃
金
制
度
が
提
案
さ
れ
て
か
ら
半
年
間
で
二
二

回
、
約
六
〇
時
間
の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。
新
制
度

導
入
の
狙
い
は
、
賃
金
の
上
が
り
方
を
個
々
バ
ラ
バ

ラ
に
す
る
事
で
団
体
交
渉

を
形
骸
化
さ
せ
、
社
員
を

個
別
に
管
理
す
る
事
、
一

律
的
な
昇
給
制
度
を
崩
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
人
件
費

を
抑
え
る
こ
と
に
あ
る
。

会
社
は
導
入
の
理
由
を
イ

ロ
イ
ロ 

挙
げ
る
が
、
旧
制

度
で
も
改
善
で
き
る
部
分

は
多
い
。
ど
ん
な
制
度
で

も
、
運
用
す
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
は
形
骸
化
す
る
し
、

も
と
も
と
公
平
公
正
に
出

来
な
い
制
度
。
公
平
な
制

度
で
も
社
員
が
生
活
で
き

な
い
よ
う
な
賃
金
で
は
意

味
が
無
い
。
社
員
の
為
の

制
度
で
は
な
い
。
ブ
レ
な

い
国
労
の
取
り
組
み
・
信

頼
か
ら
一
層
の
組
織
拡
大

を
目
指
す
」
な
ど
の
訴
え

が
さ
れ
た
。
最
後
に
常
盤

教
宣
部
長
か
ら
「
講
演
で

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
交
通

政
策
も
人
事
制
度
も
人
に

よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
労
働
組
合
が
今
後

も
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
、

労
働
条
件
改
善
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
」
と
閉
会
の
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
、
労
働
講

座
は
終
了
し
た
。


